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研究成果の概要（和文）：構築したリスク最適化モデルに対する実験的解析ならびに実問題への適用を行った．
企業との連携は，リスクに関しての専門家を有する企業に依頼した．人道支援ロジスティクスに関しては，モデ
ルの詳細化，実データの適用，ならびに実証実験を行った．実データの提供ならびに実証実験に対する研究協力
者として，人道支援ロジスティクスの専門家に依頼した．

研究成果の概要（英文）：I conducted experimental analysis on the constructed risk optimization model
 and applied it to real problem. We asked companies with experts on risks to collaborate with 
companies. As for humanitarian assistance logistics, detailed modeling, application of actual data, 
and demonstration experiments were carried out. As a research collaborator for provision of actual 
data and demonstration experiment, I asked an expert on humanitarian assistance logistics.

研究分野： サプライ・チェイン最適化
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１．研究開始当初の背景 
 
自然災害が目立つ昨今，サプライ・チェイン
や人道支援ロジスティクスのリスク最適化
は益々重要化していると考えられる． 
 
２．研究の目的 
 
近年のサプライ・チェインのグローバル化
に伴い，リスクの要因は増加しており，世
界で発生する様々なリスク が，サプライ・
チェインに大きな影響を与えるようになっ
てきている．本研究では，途絶リスクに対
処するため の旧来の数理最適化モデルで
ある確率最適化と途絶最適化を融合した新
しい枠組みである「リスク最適化」を提案
し，サプライ・チェインにおける諸問題（在
庫最適化，ネットワーク設計，スケジュー
リング，収益管理）に 適用する．さらに，
大規模災害時における効率的かつ効果的な
ロジスティクスを実現するための理論体系
である 人道支援ロジスティクスを進化さ
せることによって，従来の箱物的な防災で
なく，効率的かつ効果的な準備(pro 
active)活動と応答(response)活動と応答
を実現させることを目標とする． 
 
３．研究の方法 
 
サプライ・チェイン最適化モデルにリスク
を加味し，リスク最適化の枠組みを適用し
モデルの構築を行う． 
１． 経済発注量モデル ２． 確率的在庫モ
デル ３． 安全在庫配置モデル ４． ロッ
トサイズ決定モデル： 多段階，多期間，複
数調達モデルを含む ５． スケジューリン
グモデル ６． 配送計画モデル：鉄道や航
空機の 途絶時の再スケジューリングを含
む ７．ネットワーク設計モデル ８．収益
管理モデル  
人道支援ロジスティクスにおいては，以下
の 4つのモデルを検討する．  
・準備フェイズにおける備蓄品の最適配置
モデル ・応答フェイズにおける多期間輸
送・在庫モデル ・応答フェイズにおける多
期間在庫・配送計画モデル ・簡易型配送計
画システム 
 
４．研究成果 
 
モデル構築後，以下の実験的解析を行った． 
 
1． 単一期間単一品目の在庫モデルである
新聞売り子モデルに途絶を加味したモデル
を考え，従来の解析的モデルと数理最適化
に基づくモデルを比較した．2． 途絶を考
慮 し た 新 聞 売 り 子 モ デ ル に 対 し て
CVaR(conditional va lue at risk)を評価
尺度としたモデルを考え，数理最適化モデ
ルを構築し実験的解析を行った．3． 途絶

を考慮した多期間の確率的在庫モデルを考
え，即時決定変数だけを用いた静的発注量
モデルを示した．4． 途絶を考慮した 多期
間の確率的在庫モデルに対して，発注量を
過去の情報に対するアフィン関数として定
義した適応型モデルに ついて考えた．また，
数理最適化モデルに基づく実験により，静
的発注量モデルを用いたローリングホライ
ズン 方式との比較，容量制約を加味した場
合の拡張モデルとの比較，途絶の影響に対
する解析を行った．5． 途絶を考慮した多
段階の確率的在庫モデルを考え，数理最適
化モデルを構築し，実験的解析を行った．6． 
複数調達を考慮した確率的在庫モデルを考
え，サプライ・チェインの柔軟性に関する
実験的解析を行った．7． 多期間の在庫モ
デ ルに価格の変更を導入したモデル（動的
価格付けモデル）について考え，2 通りの
需要の不確実性（加法的，乗 法的）に対す
る実験的解析を行い，需要の変動の価格付
けに対する影響を調べた．8． CVaR を評価
尺度とした動 的価格付けモデルについて
考え，実験的解析を通して，意思決定者の
リスク回避行動が価格や発注量に与える影
響について調べた．9． 供給途絶を含む動
的価格付けモデルについて考え，実験的解
析を通して途絶の価格付け に対する影響
を調べた．10． 人間の心理を取り入れた参
照価格を考慮した動的価格付けモデルにつ
いて考え，実験的解析によって知見を得た． 
 
これら実験的解析に基づき，実問題への適用
を行った．リスクに関しての専門家を有す
る企業に依頼をし，これら企業から，実デ
ータを提供してもらった．また，モデルご
とに以下のよう な他業種にも依頼を行っ
た． 
 1． 確率的在庫モデル：スーパーならび
にコンビニ 2． 安全在庫配置モデル：鉄
鋼会 3． ロットサイズ決定モデル：石油
化学工業 4． スケジューリングモデル：鉄
鋼会社 5． 配送計画モデル：航空，海運
会社 6．ネットワーク設計モデル：鉄鋼会
社ならびに石油化学工業 7．収益管理モデ
ル：スーパー， 
インターネット通販会社 人道支援ロジス
ティクスに関しては，既に構築したモデル
（・準備フェイズにおける備蓄品の最適配
置モデル，応答フェイズにおける多期間輸
送・在庫モデル， 応答フェイズにおける多
期間在庫・配送計画モデル，簡易型配送計
画システム）に対し，モデルの詳細化及び，
実データへの適用，ならびに実証実験を行
った． 実データの提供ならびに実証実験に
対する研究協力者は，人道支援ロジスティ
クスの専門家に依頼をした． 
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